
［
解

題
］「

お
ふ
だ
」
に
つ
い
て
（

4）
―
釘
念
仏
御
札

�その
三

�

日
課
念
仏
十
万
遍
唱
で
名
高
い
磐
城
の
聖
僧
守
一
無
能
の
教
導
を
受
け
た
洛
東
鹿
ケ

谷
法
然
院
の
学
僧
鶴
阿
宝
洲
（
一
七
三
七
歿
）
が
奥
州
津
軽
外
ヶ
浜
の
浄
土
宗
始
覚
山

本
覚
寺
五
世
貞
伝
良
船
の
行
業
を
編
じ
た
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
巻
下
に
、

野 や

州 し
う

日
光
山
寂
光
寺
の
主
僧
冥 め
い

途 ど

に
至
り
。
念
佛

櫃 ば
つ

苦 く

の
告 が
う

命 め
い

を
得
ら
れ
し
事
。
正
三
老

人
の
因
果
物
語
片
假
名
本
中
廾
二
帋
に

�せ
ら
れ
た
り
。
今
そ
の
本
圖
を
左
に
附 ふ

す
。

と
し
て
、『
因
果
物
語
』
の
一
節
を
引
き
、
五
輪
念
仏
図
を
載
せ
て
い
る
。『
因
果
物
語
』

の
抄
文
は
『
日
光
山

寂
光
寺
釘
抜
念
佛

�起
写
』
（
国
会
図
書
館
蔵
）
に
も
付
載
さ
れ
て
い
る
が
、

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
刊
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

文
明
年
中
野
州
日
光
山
寂
光
寺

ノ
覺
源
上
人
俄

カ
ニ
死

シ
テ
至

ル二
于
冥
府

ニ一
閻
王
命

シ
テ
令

ム三
歴 ア
マ
ネ
ク

覽
セ二

地
獄

ヲ一
既

ニ
シ
テ
而
出

シ
テ
二
五
輪

ノ
圖

ヲ一
告

テ二
上
人

ニ一
曰
罪

�ノ
衆
生
死

シ
テ
到

レ
此 コ
ヽ
ニ

時
先

ツ
釘 ク
ギ
ウ
ツ

二
一
身

エ
ダ
支

節フ
シ

ノ
四
十
九

�ニ一
其

ノ
苦
不

レ
可

テレ
言

フ
若

シ
有

テ二
男
女

一
為

メ
ニ
稱

二
阿
弥
陀
佛

ノ
名
號
四
十
九
萬

�ヲ一

�

ウ
ヅ
メ

二
五
輪

裘
中

ノ

マ
ル
圏 ケ
ン
ヲ一
至
誠

ニ
囘
向

ス
レ
ハ
亡
者
離

レ
テ
レ
苦

ヲ
必

ス
生

ス二
淨
土

ニ一
、
若

シ
其

レ
善
者

ナ
レ
ハ
受

テ二

此
ノ

丁
德

ヲ一
増

二
長

シ
テ
善
根

ヲ一
超

二
生

ス
上
品

ニ一
上
人
還

テ二
陽
間 カ
ン
ニ一
當シ
ト

サ
ニ
下
語

テ二
此

ノ
事

ヲ一
普

ク
救

フ中
衆
生

ヲ上

乃
チ
授

ク二
五
輪

夘
佛

ノ
圖

ヲ一
上
人

蘓
生

シ
テ
其

ノ
圖

在
リ二
于

掌
中

ニ一
爾

シ
ヨ
リ
來

タ
諸
人

毎
ニレ
値 ア
フ

二
亡
者

ノ
中

�ニ一 依
テ二 此

ノ圖
ニ一 夘
佛
追
福

ス
ル者

	

シ
バ


有
リ
ト
二
霊
験

一 云

な
お
、
『
日
光
山

寂
光
寺
釘
抜
念
佛

�起
写
』
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
が
引
く
『
因

果
物
語
』
の
一
文
は
管
見
で
は
同
書
に
見
当
た
ら
な
い
。
片
仮
名
十
二
行
本
『
因
果
物

語
』
（

寛
文
元
年

�一
六

六
一

�刊
）
巻
中
に
よ
っ
て

当
該

記
事
を
示
す
と

以
下
の
よ
う

で
あ
る
。廾
七



ソ

生 セ
イノ
僧 ソ
ウ四
十
九
ノ
釘 ク
キノ
次 シ

第 タ
イヲ

�

シ
ル
ス事

日 ニ
ツ

光 ク
ワ
ウ

山 ザ
ン

寂 シ
ヤ
ク

光 ク
ワ
ウ

寺 ジ

。
寛 ク
ハ
ン

永 エ
イ

ノ
比 コ
ロ

ヨ
リ
。

百
五
十
年 ネ
ン

以 イ

前 ゼ
ン

ノ
住 ヂ
ウ

持 ジ

ハ
。

佐
サ

野 ノ

何 ナ
ニ

某 カ
シ

兄 キ
ヤ
ウ

弟 ダ
イ

也
。

此
コ
ノ

坊 バ
ウ

行 キ
ヤ
ウ

證 シ
ヤ
ウ

欠 カ
ク
ル

コ
ト
無 ナ
ク

。
勤 キ
ン

學 ガ
ク

聞 キ
コ

エ
有 ア
リ

テ
殊 シ
ユ

勝 シ
ヤ
ウ

第 ダ
イ

一
ノ
人

也
。

或 ア
ル

時 ト
キ

頓 ト
ン

死 シ

シ
テ
冥 メ
イ

途 ド

ノ
コ
ト
ヲ

�

キ

シ
テ
。

普 ア
マ
ネ
ク

愚 グ

蒙 マ
ウ

ヲ
驚 ヲ
ド
ロカ
ス
。

彼
カ
ノ

�

キ

録 ロ
ク

ノ
中 ウ
チ

ニ
四
十
九
ノ

�

モ
チ

ヲ
備 ソ
ナ
ヘ。
四
十
九

院 イ
ン

ヲ
供
ク

養 ヤ
ウ

ス
ル
因 イ
ン

縁 エ
ン

。
并 ナ
ラ
ビニ
四
十
九
ノ
釘 ク
ギ

ノ
次
シ

第 ダ
イ

ヲ
載 ノ
セ

ラ
ル
。

八
寸 ス
ン

釘 ク
ギ

十
六
本 ホ
ン

。
一

尺 シ
ヤ
ク

六
寸
釘 ク
ギ

六
本 ホ
ン

。
六

寸
釘
十
二
本
。

残 ノ
コ
リハ

皆 ミ
ナ

五
寸
釘

也
。
四
十
九
日
ノ
間 ア
イ
ダ。
念 ネ
ン

佛 ブ
ツ

四
十
九
万 マ
ン

返 ベ
ン唱 ト
ナヘ

バ
。
此
コ
ノ釘 ク
ギニ
當 ア
タ
ラズ
ト
書 カ

キ付 ツ
ケテ
有 ア

リ。
日 ニ

チ

光 ク
ハ
ウ山 ザ
ン参 サ
ン詣 ケ

イノ
者 モ
ノワ
。
冬 シ

ヨ

�

マ
ウシ
テ
拜 ハ

イ見 ケ
ンス
ル
ト
也

（
古
典
文
庫

185冊
『
因
果
物
語
』）
［
片
仮
名
本
］
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
）

鶴
阿
宝
洲
が
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
に
載
せ
た
右
の
五
輪
念
仏
図
は
寂
光

寺
の
釘
念
仏
を
引
き
継
い
だ
日
光
山
常
行
堂
が
出
し
て
い
る
釘
念
仏
札
と
図
様
に
小
異

が
あ
る
。
常
行
堂
の
釘
念
仏
札
と
請
取
は
現
今
は
機
械
印
刷
の
紙
札
で
あ
る
が
、
中
川

光
熹
師
が
「
日
光
山
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
と
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
」
（
「
歴
史
と
文
化
」
十

号
、
平
成
十
三
年
三
月
）
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第
九
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八
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（
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夏
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に
紹
介
さ
れ
た
寂
光
寺
の
版
行
と
お
ぼ
し
い
釘
念
仏
札

�請
取
と
図
様
に
変
化
は
な
い

よ
う
な
の
で
、
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
所
載
の
五
輪
念
仏
図
は
寂
光
寺
で
出

さ
れ
た
釘
念
仏
札
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
宝
洲
は
『
因
果
物
語
』
の

一
文
に
、
寂
光
寺
の
釘
念
仏
の
影
響
を
う
け
て
制
作
さ
れ
た
他
所
寺
院
版
行
の
五
輪
念

仏
図
を
添
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

寂
光
寺
の
釘
念
仏
の
伝
播
影
響
に
つ
い
て
は
、
右
の
中
川
師
と
宮
島
潤
子
氏
「
日
光

山
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
信
仰
」
（
『
石
の
比
較
文
化
誌
』

�平
成
十

六
年
一
月
、
国
書
刊
行
会

�所
収
）
に
詳
細
な
調
査
報
告
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
釘
念
仏
の
影
響
は
、
野
州
各
村
は
じ
め
奥
州
二
本
松

�同
相
馬

�上
州

�

常
州

�下
総

�武
州
埼
玉

�江
戸

�相
州

�甲
州

�信
州

�越
後

�佐
渡

�紀
州
高
野

山

�京

�大
坂

�備
後

�播
磨

�出
雲

�因
幡

�筑
前
長
崎
の
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た

と
い
う
。
中
川

�宮
島
両
氏
の
調
査
は
お
も
に
文
献
と
石
造
物
が
中
心
で
あ
る
が
、
以

下
に
常
行
堂
の
釘
念
仏
札

�請
取
と
寂
光
寺
釘
念
仏
の
影
響
を
う
け
て
制
作
さ
れ
た
紙

札
を
二
点
紹
介
す
る
。

※

①
日
光
山
寂
光
寺
釘
念
佛
札

日
光
山
常
行
堂
発
行

機
械
印
刷
三
〇

�二
×
一
〇

�二
㎝

現
在
、
日
光
山
常
行
堂
で
②
「
釘

櫃
念
佛
請
取
」
と
一

�で
頒
布
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
五
輪
塔
に
配
さ
れ
た
梵
字
は
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
を
表
わ
し
、
上
部
両
脇
に
「
日

光
山
寂
光
寺
釘
念
佛
／
本
願
覺
源
上
人
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
釘
念
佛
札
と
請

取
の
図
様
は
お
そ
ら
く
覚
源
上
人
が
梓
行
し
た
も
の
と
基
本
的
に
変
化
は
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
輪
王
寺
蔵
『
釘
抜
念
仏
縁
起
絵
巻
』
と
そ
れ
を
模
刻
し
た
木
版
『
寂
光
寺

釘
櫃
念
佛
縁
起
』
（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
に
閻
魔
王
か
ら
授
与
さ
れ
た
紙
札
を
押
し

い
た
だ
く
覚
源
上
人
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
紙
札
は
白
紙
に
五
輪
塔
が
描
線
で
描

か
れ
た
も
の
に
見
え
る
。
木
版
『
寂
光
寺
釘
櫃
念
佛
縁
起
』
に
「
か
く
て
上
人
手
を
ひ

□
き
侍
れ
ば
五
り
ん
に
四
十
九
の
釘
の
あ
な
あ
る
札
あ
り
」
「
上
人
ゑ
ん
わ
う
の
さ
づ

け
給
ひ
し
札
を
う
つ
し
て
あ
つ
さ
に
き
ざ
み
ひ
ろ
く
ほ
ど
こ
せ
り
」
と
伝
え
、
延
宝
四

年
（
一
六

七
六
）
三
月
二
十

七
日
、
寂
光
寺
に

詣
し
た

増
上
寺
の

僧
恵
中
は
『
日
光
山

寂
光
寺
釘
念
仏
縁
起

聞
書
』
（

内
閣
文

庫
蔵
）
に
、
寂
光
寺
上
人
覚
源
の

坊
号
が

龍
泉

坊

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
龍

泉
坊
が
頓
死
し
た
の
は
文
明
七
年
乙
未
十
月
二
十
日
で
あ
り
、

閻
魔
王
か
ら
授
与
さ
れ
た
釘
念
仏
札
を
左
手
に
握
っ
て
蘇
生
し
た
こ
と
、
龍
泉
坊
は
み

ず
か
ら
縁
起
を
執
筆
し
、
そ
れ
が
二
百
余
年
後
の
今
も
寂
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
々
を
伝
え
、
覚
源
上
人
梓
行
と
い
う
寂
光
寺
の
釘
念
仏
札
は
「
黒
キ
五
輪
ニ
白
キ

釘
キ
穴
四
十
九

ア
リ
」
と

記
し
て
い
る
か
ら
、

龍
泉

坊
覚
源
上
人
は
釘
念
仏
札
を
梓
行

す
る
に
際
し
て
五
輪
塔
を
墨
一
色
に
し
、
四
十
九
の
圈
点
を
白
抜
き
に
し
た
の
で
あ
る
。

②
釘

�念
佛
請
取

常
行
堂
発
行
機
械
印
刷
一
五

�六
×
二
〇

�七
㎝

『
日
光
山
寂
光
寺
釘
念
仏
縁
起
聞
書
』
は
、
閻
魔
王
は
龍
泉
坊
覚
源
上
人
に
、「

末
世
ノ

衆
生

暴

�ニ
シ

テ
冥

途
ノ

苦
患

ヲ
不

レ
辨

死
後
四
十
九
日

ガ
間

骨
節

ニ
四
十
九
本

ノ
釘

ヲ
被

レ
打

事
ヲ

不
レ
知
」
「

此
ノ
苦

ミ
勝

レ
テ

難
レ
堪

也
然

ル
ニ

至
心

ニ
夘
佛
四
十
九

萬
遍
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ヲ
滿

テ
ン
人
ハ
此

ノ
釘

ノ
苦
ミ
ヲ
免
ル
ヘ
キ
也
」
と
教
誡
し
紙
札
を
授
け
た
の
だ
と
伝
え
、

木
版
『
寂
光
寺
釘
抜
念
佛
縁
起
』
は
「
い
は
ん
や
い
け
る
う
ち
こ
の
ふ
だ
を
う
け
み
づ

か
ら
四
十
九
万
べ
ん
の
念
仏
を
し
ゆ
す
る
と
も
が
ら
は
わ
う
じ
や
う
う
た
が
ひ
な
し
」

と
勧
化
の
一
文
を
加
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
念
仏
一
万
遍
を
唱
し
終
え
る
ご
と

に
五
輪
図
中
の
白
い
釘
穴
を
墨
で
埋
め
て
ゆ
き
、
四
十
九
万
遍
唱
を
完
遂
す
れ
ば
釘
穴

も
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
寂
光
寺
を
詣
し
た
増
上
寺
恵
中
の

見
聞
を
要
約
す
れ
ば
、

「
終
に
四
十
九
万
遍
唱
を
満
て
て
釘
穴
を
悉
く
消
し
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
札
の
端
に
戒

名
を
書
き
付
け
、
こ
れ
に
少
分
の
施
物
を
添
え
て
寂
光
寺
に
返
納
す
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
寺
で
は
そ
の
札
を
本
尊
の
左
右
に
納
め
、
過
去
帳
に
そ
の
戒
名
を
載
せ
て
永

く
回
向
す
る
の
で
あ
る
が
、
念
仏
道
場
と
し
て
の
寂
光
寺
に
お
い
て
は
回
向
が
永
代

に
退
転
し
な
い
旨
を
証
す
る
た
め
に
請
文
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
念
佛
札
を
追
善
逆

修
の
た
め
に
返
納
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
戒
名
を
記
し
て
お
く
の
で
あ
る
。」

と
い
う
。
な
お
、
恵
中
の
寂
光
寺
参
詣
か
ら
お
よ
そ
一
六
〇
年
後
の
天
保
八
年
（
一
八

三
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
植
田
孟
縉
編
『
日
光
山
志
』
巻
三
「
常
念
佛
堂
」
項
に
「
本
尊

三
聖
阿
彌
陀
は
、
惠
心
僧
都
の
作
な
り
。
此
堂
よ
り
釘
念
佛
の
札
を
出
す
。
此
事
は
覺

源
上
人
の
開
基
に
て
、

�起
に
く
は
し
。
又
此
堂
の
前
に
、
釘
念
佛
を
修
し
た
る
札
を

納
む
る
も
の
、
石
に
て
函
の
如
く
造
れ
り
」
と
あ
っ
て
、
請
取
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。
退
転
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
請
取
は
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。

持
名
淨
業
者
某
甲

南
無
阿
彌
陀
佛
四
十
九
萬
稱

�に
滿
ち
、
并
せ
て
納
錢
感
喜
に
堪
へ
た
り
。

結
社
道
場
不
退
の
回
向
は
冥
薫
に
酬
ひ
、
豈
に
鐵
釘
の
奔
を

�し
、

直
ち
に
淸
泰
に
往
か
む
こ
と
、
猶
豫
を
容
れ
ざ
る
者
な
り
。

日
光
山
寂
光
寺
當
上
人

釘
櫃
念
佛
請
取
日
光
山

寂
光
寺
覚
源
上
人

③

�帰
命
阿
弥
印
施
五
輪
念
佛
圖

版
行
所
不
明
木
版
二
五

�〇
×
一
九

�四
㎝

鶴
阿
宝
洲
『
貞
傳
上
人
東
域
念
佛
利
益
傳
』
に
載
る
五
輪
念
仏
図
に
も
っ
と
も
近
似

し
た
図
様
で
あ
る
が
、
表
記
の
字
体
、
「
印
施
」
の
有
無
、
ま
た
釘
穴
の
大
き
さ
等
に

微
妙
な
相
違
が
あ
る
。
紙
面
中
央
に
梵
字
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
を
配
し
た
五
輪
塔
を
描

き
、
上
部
中
央
に
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
、
そ
の
両
脇
に
「
五
輪
念
佛
／

櫃
苦
與
樂
」
、
下

部
に
「

�帰
命
阿
弥
印
施
之
」
と
あ
り
、
紙
面
両
端
に
釘
念
佛
の
略
縁
起
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
右
）
文
明
年
中
野
州
日
光
山
寂
光
寺
覺
源
上
人
俄

カ
ニ
死

シ
テ
至

ル二
于
冥

府
ニ一
閻

王
命

シ
テ
令

三
歴 ア
マ
ネ
ク

覽
セ二

／
地

獄
ヲ一

�ニ
シ
テ
而
出

シ
テ
二
五
輪

ノ
圖

ヲ一
告

テ二
上
人

ニ一
曰

罪

�ノ
衆

生
死

到
レ
此

ニ
時

先
ニ
釘 ク
ギ
ウ
ツ

二
一

身

支
節

ノ
四
十
／
九

�ニ一
其
苦
不

レ
可

レ
言

若
シ
有

二
男

女
一
為

メ
ニ
稱

二
阿
彌
陀
佛

	號
四
十
九
萬




ヲ一

�

ウ
ツ
メ

二
五
輪
塔

（
左
）
中

ノ
圈

ヲ一
至

誠
ニ
囘
向

ス
レ
ハ

�者
離

レ
テ

レ
苦

ヲ
必

ス
生

二
淨

土
ニ一
若

シ
其

レ
善
者

ナ
レ
ハ
受

テ二
此

丁
德

ヲ一
增

二
長

ノ
善

根
ヲ一
超

二
生
／
上

品
ニ一
上
人

還
テ二
陽

間 カ
ン
ニ

一
當

ニヘ
シ
ト
下
語

テ二
此
事

ヲ一
普

ク
救

フ中
衆

生
ヲ上
乃

チ
授

ク二
五
輪
念

佛
ノ
圖

ヲ一
上
人

蘓
生

シ
テ
其

圖
／

在
二
于

掌
中

ニ一
爾

ヨ
リ
來

タ
諸
人

毎
ニレ
値

二
亡
者

ノ
中

ニ一
依

テ二
此

圖
ニ一

念
佛
追
福

ス
ル者

�

シ
バ

�有
リ
ト
二
靈
驗
云

④
辛
未
年
何
某
印
施
五
輪
念
佛
圖

版
行
所
不
明
木
版
二
四

�七
×
一
六

�九
㎝

紙
面
中
央
上
部
に
弥
陀
来
迎
図
を
描
き
、
そ
の
下
に
梵
字
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
を
配

し
た
五
輪
塔
を
描
き
、
塔
上
部
両
脇
に
「
五
輪
念
佛
／

櫃
苦
與
樂
」
、
下
部
に
「

何
某

印
施
之
」
と
あ
り
、
紙
面
両
端
に
釘
念
佛
の
略
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。
覚
源
上
人
の

頓
死
を
三

百
年

以
前
と
い
う

辛
未
年
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
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こ
ろ
に
も
釘
念
佛
信
仰
の
弘
通
を
計
る
動
勢
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
浜
松
市
三
ヶ
日
町

の
真
言
宗
の
古
刹
瑠
璃
山
大
福
寺
で
も
江
戸
中
期
以
降
弥
陀
来
迎
図
を
配
し
た
五
輪
念

仏
図
を
出
し
て
い
た
が
、
当
寺
は
そ
の
記
憶
を
ま
っ
た
く
失
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
右
）
三
百
年
以
前
墅
州
日
光
山
寂
光
寺
覚
源
上
人
と
ん
し
し
て
め
い
ど
う
へ
ゆ
き
ゑ
ん
ま
／
王

こ
と

�

く
ぢ
ご
く
を
見
せ
給
ふ
此
圖
つ

を
い
だ
し
て
上
人
に
も
ふ
さ
れ
ざ
い
人
死
し
て
此
／

�へ
く
る
な
り
身
の
ふ
し

�

四
十
九
処
へ
釘 く
ぎ

を
う
ち
く
る
し
ミ
た
へ
が
た
し
ゆ
へ
に
人

�の
為 た
め
ニ
中 ち
う

陰 い
ん

／
四
十
九
日
の
間
一
日

ニ
一
万
べ
ん
ツ
ヽ
南
無
阿
弥

�仏
を
と
な
へ
○
を
け

し
四
十
九
万
べ
ん
を

（
左
）
ま
事

ニ
ゑ
こ
う
す
れ
バ
も
ふ
じ
や
く
る
し
み
を
の
が
れ
ご
く
ら
く
へ
徃
生
す
る
こ
と
う
た

が
い
な
し
／
又
ぜ
ん
人
な
れ
バ
上
品
上
生
へ
う
ま
る
べ
し
と
上
人
き
い
て
此
圖 づ

を
う
け
て

よ
み
が
へ
り
／
し
て
此
事
を
か
た
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
傳 し
よ

記 も
つ

に
あ
る
ゆ
へ
に
此
圖 づ

を
ほ
ど

こ
し
精 し
や
う霊 れ
い／
を
す
く
ハ
ん
が
た
め
な
り
辛
未
の

�

※

文
明
七
年
十
月
二
十
日
、
日
光
山
の
別
所
寂
光
寺
の
龍
泉
坊
覚
源
は
頓
死
し
て
閻
王

宮
に
至
っ
た
が
、
長
年
月
の
浄
業
ゆ
え
に
閻
王
よ
り
さ
ま
ざ
ま
教
誡
を
受
け
、
衆
生
勧

化
を
命
じ
ら
れ
て
七
日
後
に
蘇
生
し
た
。
覚
源
が
垂
示
さ
れ
た
閻
王
の
教
誡
を
木
版

『
寂
光
寺
釘
抜
念
佛
縁
起
』
に
よ
っ
て
記
せ
ば
大
凡
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
人
間
は
死
ん
で
の
ち
四
十
九
日
の
間
、
そ
の
身
に
四
十
九
本
の
釘
を
打
た
れ
る
の
で

あ
る
。
罪
業
の
浅
深
に
よ
っ
て
釘
の
長
短
も
異
な
る
。
そ
れ
は
喩
え
よ
う
の
な
い
苦

し
み
で
あ
る
が
、
自
業
自
得
の
報
い
な
の
で
十
王
の
方
便
に
よ
っ
て
も
救
い
が
た
い

の
だ
。
娑
婆
に
お
い
て
仏
を
供
養
し
僧
に
布
施
す
る
功
徳
に
よ
っ
て
そ
の
苦
し
み
を

滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
三
十
三
年
が
過
ぎ
な
け
れ
ば
釘
は
抜
け
な
い
。

人
が
死
ん
で
四
十
九
日
が
過
ぎ
た
日
に
白

�を
四
十
九
供
え
る
の
は
、
四
十
九
の
節
々

を
転
じ
て
釘
を
こ
の

�に
打
た
せ
よ
う
と
の
計
ら
い
で
、
四
十
九
本
の
卒
塔
婆
を
立

て
る
の
は
そ
れ
を
仏
体
に
擬
え
よ
う
と
い
う
功
徳
な
の
だ
。
た
と
え
亡
魂
が
悪
趣
に

堕
ち
よ
う
と
も
追
福
作
善
の
功
徳
に
よ
っ
て
釘
の
苦
し
み
を
ま
ぬ
が
れ
都
率
の
内
院

に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
善
の
方
法
は
念
仏
を
四
十
九
万
遍
唱
え
る
こ

と
だ
。
追
善
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
釘
念
仏
札
を
受
け
、
自
身
生
前
か
ら
四
十
九

万
遍
念
仏
を
修
す
る
も
の
は
往
生
す
る
こ
と
疑
い
な
い
の
だ
。」

死
者
追
善
の
た
め
に
塔
婆
を
立
て
る
こ
と
は
わ
が
国
の
仏
教
的
習
俗
と
し
て
広
く
定

着
し
て
い
る
。
塔
婆
立
て
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
七
七
日
忌
に
四
十
九
個
の
白

�を
供
え

る
こ
と
も
、
四
十
九

�
	傘

�
	骨

�な
ど
と
称
す
る
習
俗
が
そ
れ
ぞ
れ
の
因
縁

	由

来
を
と
も
な
っ
て
今
も
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
南
峯
乞
士
不
可
停
は
そ
の
『
福
田

殖
種
纂
要
』
（
貞
享
三
年


一
六

八
六

�刊
）
巻
十
「

引
導

葬
送

或
門
、

葬
送
中

�唖
ノ
之

事
」
に
、
「

洋
都
婆

ノ
功

德
無

盡
」
と
し
て
各
種
忌
日
に
塔
婆
立
て
を
す
る

意
義
を

説

き
、
四
十
九

�に
つ
い
て
「

表
ス二
人
間

ノ
四
十

八
ノ
大

藥
五

躰
五
輪

ヲ一
也

」
と
い
い
、
「
四

十
九

ノ

�ノ
外

ノ
四

ノ
大

�」
は
「
人
間

ノ
蓄 シ
ヽ
ム
ラ

也 ナ
リ

又
礎 イ
シ
ス
ヘ

也 ナ
リ

」
と

説
い
て
い
る
。
不
可
停

は
「
四
十
九

ノ

�ノ
大
事
別

ニ
有

二
相
傳

一
」
と
し
て

詳
述
を

避
け
て
い
る
が
、
し
か
し

『
福
田
殖
種
纂
要
』
の
記
事
は
七
七
日
忌
に
四
十
九
個
の
白

�を
供
え
る
こ
と
、
そ
の

�は
す
な
わ
ち
人
間
の
身
体
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
貞
享
年
間
に

は
す
で
に
民
間
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
六
道
絵
に
は
し
ば
し
ば
釘
苦
を
受
け
る
亡
者
の
傍
ら
に
四
十
九

�が
描
か

れ
て
い
て
、
そ
れ
は
地
獄
変
相
の
定
型
の
図
柄
と
い
っ
て
よ
い
。
器
に
は
た
く
さ
ん
の

小

�が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
追
善
の
た
め
に
遺
族
が
亡
者
の
身
体

に
見
立
て
た

�に
四
十
九
本
の
釘
を
打
ち
込
み
お
き
、
一
日
一
万
遍
の
念
仏
を
唱
え
終

わ
る
ご
と
に
釘
を
一
本
抜
い
て
ゆ
く
。
こ
れ
を
四
十
九
日
間
続
け
れ
ば
冥
土
で
亡
者
が

鬼
卒
に
打
ち
込
ま
れ
た
四
十
九
本
の
釘
が
す
べ
て
抜
け
る
こ
と
に
な
り
、
亡
者
は
釘
苦
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を
脱
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
絵
解
き
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

滋
賀
県
高
島
市
の
真
言
宗
智
山
派
宝
幢
院
薬
師
寺
所
蔵
『
地
蔵
十
王
図
』
二
十
一
幅

は
小
野
篁
筆
の
伝
承
を
有
す
る
室
町
時
代
後
期
の
作
品
で
、
そ
の
第
七
幅
太
山
王
に
は

画
面
向
か
っ
て
左
に
鬼
卒
に
釘
を
打
た
れ
る
亡
者
が
描
か
れ
、
塔
婆
を
挟
ん
で
右
に
鬼

卒
が
四
枚
重
ね
の
大

�に
釘
を
打
つ
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
釘
苦
と
同
場
面
に
四
十

九

�に
よ
る
そ
の
救
済
法
が
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
考
え

る
と
、
た
と
え
ば
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
矢
田
地
蔵
毎
月
日
記
絵
』
（
一
巻
、
室
町
時
代
）

に
は
十
一
月
十
九
日
の
項
に
釘
苦
を
受
け
る
亡
者
と
そ
の
傍
ら
に
地
蔵
菩

�が
描
か
れ
、

「
く
き
ね
ん
ふ
つ
の
ゑ
ん
き
な
り
」
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
釘
苦

の
亡
者
を
救
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
地
蔵
菩

�で
あ
る
。
輪
王
寺
蔵
『
釘
抜
念
仏
縁

起
絵
巻
』

�木
版
『
寂
光
寺
釘

櫃
念
佛
縁
起
』
に
お
い
て
は
亡
者
釘
苦
の
場
面
に
亡
者

の
傍
ら
に
閻
魔
王
か
ら
授
与
さ
れ
た
釘
抜
念
仏
札
を
押
し
い
た
だ
く
覚
源
上
人
が
描
か

れ
て
い
る
。
そ
の
光
景
は
亡
者
の
救
済
者
が
覚
源
で
は
な
く
、
覚
源
が
捧
げ
持
つ
釘
念

仏
札
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

七
七
日
の
満
中
陰
に
四
十
九

�を
供
え
る
風
習
は
釘
念
仏
が
そ
の
創
始
で
あ
る
と
寂

光
寺
釘
念
仏
の
縁
起
諸
本
は
伝
え
る
が
、
増
上
寺
恵
中
が
「
世
ニ
四
十
九
ノ

�ヲ
用

ヒ

來
ル

�是
ヨ
リ
始
ル
ト
也

�ノ
義
既
ニ
日
本
一
刕
ニ
弘
レ
リ

夘
佛
ノ
義
何
ソ
不

レ
弘
哉
」

と
い
う
よ
う
に
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
時
点
に
お
い
て
釘
念
仏
は
四
十
九

�ほ

ど
の
広
が
り
を
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

※

恵
中
は
ま
た
、
「
或
僧
ノ
云

ク
大
原
ノ
融
通

夘
佛
坂
本
ノ
断
抹
磨

夘
佛
日
光
ノ
釘

夘

佛
ト
云
テ
我
朝
三
品
ノ
念
佛
タ
リ
ト
也
」
と
記
し
、
「
本
朝
三
品
念
佛

�
�」

と
し
て

「
融
通
念
佛
之

�
�
�日

光
山
寂
光
寺
釘
念
佛
之

�
�聞

書

�斷
抹
磨
念
佛

�
�聞

書
」

を
一
書
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
を
大
田
蜀
山
人
は
『
一
話
一
言
』
巻
九
に
「
本
朝
三

品
夘
佛

�
�抄

」
の
項
目
下
に
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
現
今
ほ
と
ん
ど
話
題
に
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
断
抹
磨
念
仏
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

斷
抹

�夘
佛

�
�聞

書

斷
抹

�ノ
符
ハ
惠
心
ヨ
リ

�レ
リ
斷
抹

�ハ
梵

語
此
ニ
ハ

死
苦

卜
飜

ス
中略
惠
心
ノ
僧

	憐

之
行
ヲ

做
シ
テ
符
ヲ

出
シ

玉
へ
リ
中畧
此
ヲ

以
符
ハ
本
ト
不

動
ノ
法

火
界
ノ

咒
ヲ

以
修

ス
ル

ト
ナ
リ

此
符
ヲ

頸
ニ

カ
ケ
一
日
ニ
一

万


ヅ
ヽ

百
日
ニ

百
万


ノ
夘
佛
ヲ

唱
終
リ
後
來

死

病
ノ
時
ニ
呑
之
也
（『
一
話
一
言
』
集
成
館
蔵
版
、
一
八
八
三
年
）

右
は
略
々
縁
起
あ
る
い
は
最
略
縁
起
と
も
称
す
べ
き
一
文
で
あ
る
が
、
断
抹
磨
念
仏

の
資

料
と
し
て

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
抹
磨
は
梵

語
マ
ル

マ
ン

m
a
rm

a
n
の

音
写
で

支
節

�死
穴
と
訳
さ
れ
る
。
人
間
の
体
の
中
に
あ
る
特
殊
の
支
節
で
、
何
か
が
こ
れ
に

触
れ
る
と
激
し
い
痛
み
を
起
こ
し
て
死
ぬ
と
い
わ
れ
る
。
支
節

�死
穴
に
触
れ
て
命
を

絶
つ
こ
と
、
転
じ
て
人
間
が
死
ぬ
と
き
の
最
後
の
苦
し
み
、
死
苦
を
い
う
。
こ
の
臨
命

終
時
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、
延
命
を
望
む
た
め
の
方
便
の
一
つ
が
断
抹
磨
念
仏
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
叡
山
の
恵
心
僧
都
源
信
の
創
始
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
意
を
推
す
る
と
、

恵
心
は
不
動
法
火
界
呪
を
誦
し
て
加
持
し
た
符
を
病
人
の
頸
に
か
け
、
念
仏
を
一
日
に
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一
万
返
ず
つ
百
日
に
わ
た
っ
て
百
万
返
を
唱
え
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
病
没
す
る
際
に
こ

の
符
を

�ま
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

不
動
法
火
界
呪
の
威
力
は
断
抹
磨
以
外
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
六
「
隠
形
男
依
六
角
堂
観
音
助
顕
身
語
三
十
二
」
に
は
、
京
に
住
む
年
若
い
青
侍

が
大

�日
の
夜
、
一
条
堀
川
の
橋
で
出
会
っ
た
百
鬼
夜
行
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
て
姿

を
隠
さ
れ
た
が
、
六
角
堂
の
観
音
に
祈
念
し
、
祈

�僧
の
行
ず
る
不
動
明
王
の
火
界
呪

に
よ
っ
て
元
の
身
に
戻
っ
た
話
が
載
っ
て
お
り
、
ま
た
『
是
害
房
絵
巻
』
に
は
唐
か
ら

渡
朝
し
た
大
天
狗
の
是
害
房
が
叡
山
の
余
慶
律
師
が
行
じ
た
不
動
法
火
界
呪
の
鉄
火
輪

に
よ
っ
て
退
散
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
不
動
法
火
界
呪
の
威
力
は
強
大
で
あ
っ
て
種
々
の

霊
験
譚
を
生
ん
で
い
る
。

ま
た
近
世
に
は
不
動
明
王
は
断
末
魔
の
苦
し
み
を
除
い
て
く
れ
る
仏
尊
と
し
て
も
広

く
衆
庶
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
栃
木
県
芳
賀
町
沼
能
家
蔵
の

『
念
仏
和
讃
集
』
（
『
念
仏
和
讃
御
詠
歌
集
』
所
収
。
平
成
十
一
年
三
月
、
芳
賀
町
）
に
載
る

「
ふ
ど
う
み
よ
を
り
や
く
わ
さ
ん
」
の
一
節
に
、

な
か
に
も
ふ
ど
う
の
か
ん
ま
ん
じ
い
ん
が
は
ほ
ん
ら
い
ふ
に
の
も
ん

と
ん
せ
う
ぼ
だ
い
の
し
ご
く
に
て
い
つ
さ
い
べ
う
ど
う
り
や
く
せ
ん

こ
の
り
ん
じ
ゆ
に

お
よ
ん
で
は
だ
ん
ま
つ
ま
の

く
げ
ん
と
て

み
み
も
き
こ
へ
ず

め
も
み
え
ず
し
た
ね
す
く
ね
て

も
の
い
へ
ず

か
か
る
な
や
み
を

の
が
る
る
に
こ
の
そ
ん
は
い
す
る
ほ
か
は
な
し

と
不
動
明
王
の
抹
磨
脱
苦
の
霊
験
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
右
の
『
念
仏
和
讃
集
』
は
沼
能

家
歴
代
が
詠
唱
し
た
和
讃

�御
詠
歌
な
ど
七
十
九
首
を
収
め
た
も
の
で
、
特
種
な
も
の

は
な
く
衆
庶
の
日
常
に
お
け
る
宗
教
信
仰
の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

な
お
、
天
台
ま
た
真
言
密
教
に
お
い
て
は
臨
命
終
時
の
死
苦
を
脱
す
る
た
め
の
修
法

は
種
々
に
行
ぜ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
諸
大
事
」
と
し
て
師
資
相
承

さ
れ
る
修
法
の
中
に
は
「
不
動
断
末
魔
法
」
「
断
末
魔
之
大
事
」
等
々
の
加
持
祈

�法

が
含
ま
れ
て
お
り
、
如
法
真
言
律
の
無
双
の
学
僧
と
称
さ
れ
た
河
南
地
蔵
寺
の
惟
寶

�

體
（
一
六
六
三
～
一
七
二
六
）
の
著
作
に
も
『
除
断
末
魔
苦
作
法
』
が
あ
っ
て
、
斯
界
に

お
い
て
常
に
効
験
の
確
か
な
修
法
が
需
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
佐
渡

の
弾
誓
流
木
食
聖
た
ち
に
も
「
断
抹
磨
秘
法
」
が
師
資
相
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
宮
島

潤
子
氏
が
前
掲
論
文
で
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
つ
い
て
断
抹
磨
念
仏
を
木
食
が
修
し
た

一
例
を
挙
げ
て
お
く
。
鞍
馬
寺
に
お
け
る
融
通
念
仏
会
の
再
興
に
貢
献
し
た
希
代
の
念

仏
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
川
常
宇
が
そ
の
師
で
あ
る
木
食
澄
禅
（
一
六
五
五
～
一
七
二
一
）

の
行
業
を
編
じ
た
『
澄
禅
和
尚
行

�記
』
中
巻
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
柴
田
六

五
郎

氏
編
『

復刻
澄

禅
和

尚
行

�記
上
中
下

並
續
』
（

昭
和
五
七
年
十
二

月
、
南
無
山
房
）
所
載
の

影
印
に
よ
っ
て

示
す
。師 し

吉
水

よ
し
み
づ

の
清 き
よ

き
流 な
が

れ
に

き
よ
ま
る

浴 よ
く

し
給 た
ま

ひ
。
一
生 し
や
う

色 し
き

欲 よ
く

の
汚 け
が

れ
な
く
。
梵 ぼ
ん

つ
と
め
行 ぎ
や
う

潔 い
さ
ぎ
よ

く
し
て
。

斷 だ
ん

末 ま
つ

摩 ま

の
符 ふ
う

珠 し
ゆ

の
法 ほ
う

を
。
行 を
こ
なひ
給
ふ
事
二
度
。
か
の
度 た
び

毎 ご
と

に
。
二
千

り
う
顆 く
は

の
珠 た
ま

を
。
加
か

持 ぢ

し

た
ま
ふ
に
。
其 そ
の

符 ふ
う

珠 し
ゆ

う
つ
は
の
な
か

�

き

中 ち
う

に
た
ち
ま
ち

忽 こ
つ

然 ぜ
ん

と
し
て
悉 こ
と

	

く
飛 ひ

と
び
あ
が
り
搖 や
う

し
。
右 み
ぎ

に
遶 め
ぐ

り
還 ま
た

。
左 ひ
だ

り
に
め

ぐ
り
。
終 つ
ゐ

に
空 く
う

中 ぢ
う

に
凝 と
ゞ
まり
て
。

昭 し
や
う

あ
き
ら
か
然 ぜ
ん

と
し
て
順 じ
ゆ
ん

逆 ぎ
や
く

中 ち
う

の
三
道 だ
う

法 ほ
う

を
成 じ
や
うじ
給
へ
る
。
靈 れ
い

驗 げ
ん

顯 あ
ら
はな
り
し
。
そ
の
靈 れ
い

符 ふ

を
拝 は
い

服 ぶ
く

し
。
正 し
や
う

念 ね
ん

徃 わ
う

生 じ
や
う

を
遂 と
げ

し




と
も
が
ら。

し
る
す �

き

す
る
に
か
ず
も
な
し

遑 い
と
まあ
ら
ず
。

上 じ
や
う

来 ら
い

あ
ま
た
の
中 な
か

に
。
近 ち
か

き
比 こ
ろ

現 げ
ん

し
る
し

證 し
よ
う

の
人
を
い
は
ゞ
。

�

せ
い

州 し
う

白 し
ろ

子 こ

江 え

嶋 じ
ま

小 を

川 が
は

氏 う
ぢ

の
毋 ぼ

は
ゝ 尼 に

安 あ
ん

貞 て
い

。
享 き
や
う

保 ほ
う

三
年
の

秋 あ
き

。
師 し

の
斷 だ
ん

末 ま
つ

摩 ま

の
符 ふ
う

珠 し
ゆ

を
拝 は
い

服 ぶ
く

し
。
一
七
日
を

期 ご

し
て
。
如 に
よ

法 ほ
う

に

百
万 ま
ん

遍 べ
ん

念
仏
を

勤 つ
と
め

行 を
こ
な

ひ
し
。

第 だ
い

五
の
日 に
ち

没 も
つ

の
比
。
忽 こ
つ

然 ぜ
ん

と
し
て

西 に
し

の
空 そ
ら

よ
り
。
そ
の

圍 ま
は
り

三
尺

計 ば
か
り

の
金 こ
ん

色 じ
き

の
蓮 れ
ん

官 げ

。
あ
ま
尼 に

の
目 も
く

め
の
ま
へ
前 ぜ
ん

に
顯 け
んあ
ら
は 現 げ
ん

に
飛 ひ

と
び
き
た
る

来 ら
い

す
る
を

見 み

て
。

驚 き
や
う

喜 き

お
ど
ろ
き
よ
ろ
こ
び
な
み
だ
を
ふ
ら
し

雨 う



る
い

し
。

暫 ざ
ん

し
ば
ら
く
時 じ

の
程 ほ
ど

。
身 み

を
地 ち

に
な
げ
う
ち

投 た
う

じ
て

お
が
む
拝 ぬ
か
づ

き
。

頭 か
し
らを
あ
ぐ
れ
ば
。
い
つ
し
か
あ
と
な
く
な
り

ぬ
。

又 ま
た

第
六
七
日

両 り
や
う

日 に
ち

の
夜 よ

。
し
づ
か

寂 じ
や
くと
し
て
う
し八
つ
す
ぎ
三
つ
の

比 こ
ろ

。
念

佛
を

勤 つ
と
め

し
時 と
き

。
其 そ
の

屋 を
く

や
ね
の
う
へ

上 し
や
う

に
あ

た
り
て
。

数 あ
ま

多 た

の
人
と
お
ぼ
し
き
。

誦 じ
ゆ

き
や
う
を
よ
む

経 き
や
う

の
聲 こ
ゑ

相 あ
い

や
は
ら
か
に
ひ
ゞ
く
和 く
は

し
て
。

妙 た
へ

な
る
を

聞 き
く

に
。
を
の

づ
か
ら
心
も
す
み
わ
た
り
て
。
身 み

の
毛 け

も
よ
だ
ち
。
仰 あ
ふ
ひで
信 し
んを

催 も
よ
ほし
き
。

右
の
記
事
か
ら
、
弾
誓
流
の
木
食
行
を
曳
き
、
弾
誓
の
開
い
た
古
知
谷
阿
弥
陀
寺
を

終
焉
の
地
と
し
た
木
食
澄
禅
が
修
し
た
断
抹
磨
念
仏
が
如
法
の
百
万
遍
念
仏
で
あ
り
、

恵
心
以
来
の
符
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。

（
関
口
靜
雄
）
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17．
腮
無
地
蔵

右
は
隠
岐
国
護
国
寺
蔵
版
の
腮
無
地
蔵
（
島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
上
西
）
の
御
影

札
で
あ
る
。
曹
洞
宗
瑞
麟
山
護
国
寺
は
今
も
島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
原
田
に
所
在

す
る
曹
洞
宗
の
古
刹
で
、
隠
岐
守
護
佐
々
木
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
文
保
元
年
（
一
三

一
七
）、
当
時
の
大
守
佐
々
木
清
秀
が
祖
先
の
追
福
を
祈
願
し
、
三
光
国
済
禅
師
（
別
名

孤
峰
覚
明
禅
師
）
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る １
。
小
野
篁
の
彫
像
と
伝

え
る
二
尊
を
祀
る
腮
無
地
蔵
堂
は
説
経
所 ２
に
も
な
っ
て
い
る
。

小
野
篁
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
十
二
月
、
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
拒
否
と
遣
唐
使
事

業
を
風
刺
す
る
詩
「
西
道
謡
」
を
作
っ
た
こ
と
で
官
位
を

�奪
さ
れ
て
隠
岐
国
に
流
罪

と
な
り
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
二
月
十
四
日
に
召
し
返
さ
れ
た
。
隠
岐
に
お
け
る
篁

の
動
向
は
「
島
前
海
士
町
豊
田
の
海
岸
に
流
れ
着
く
と
金
光
寺
山
金
光
寺
（
隠
岐
郡
海

士
町
海
士
）
に
籠
り
、
翌
六
年
明
屋
海
岸
か
ら
海
を
渡
っ
て
光
山
寺
（
隠
岐
の
島
町
那
久
）

に
身
を
寄
せ
た
。
光
山
寺
か
ら
願
満
寺
（
隠
岐
の
島
町
小
路
）
へ
仁
王
門
の
仏
像
彫
刻

の
た
め
日
参
す
る
う
ち
、
都
万
目
の
里
（
隠
岐
の
島
町
上
西
）
の
向
田
家
に
宿
を
借
り

た
」
と
伝
わ
る ３
。
こ
の
向
田
家
に
つ
い
て
は
腮
無
地
蔵
堂
内
に
掲
げ
ら
れ
た
「
腮
無
地

蔵
略
縁
起 ４
」
は
、
「
向
田
家
の
娘
阿
古
那
が
常
に
歯
痛
に
て
腮
が
落
ち
る
ほ
ど
苦
し
ん

で
い
る
と
聞
い
た
篁
が
こ
れ
を
憐
れ
に
思
い
、
歯
痛
平
癒
の
祈
願
を
込
め
て
地
蔵
菩

�

像
を
彫
刻
し
た
。
阿
古
那
は
朝
夕
一
心
に
歯
痛
快
癒
を
祈
る
と
平
癒
し
た
。
阿
古
那
は

大
い
に
喜
び
、
篁
が
向
田
家
を
訪
問
す
る
た
び
に
懇
ろ
に
茶
を

�み
、
名
物
の
蕎
麦
を

進
上
す
る
な
ど
し
て
労
っ
た
。
阿
古
那
は
評
判
の
美
女
で
、
村
一
番
の
器
量
の
持
ち
主

だ
っ
た
。
篁
は
阿
古
那
と
語
り
合
う
の
を
楽
し
み
に
向
田
家
に
足
繁
く
通
い
、
二
人
は

結
ば
れ
て
子
も
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
子
は
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
や
が
て
篁
が
帰
京
す

る
こ
と
と
な
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
篁
は
、
子
を
象
っ
た
木
像
を
彫
刻
し
阿
古
那
に
授

け
た
。
こ
の
篁
彫
刻
の
二
体
の
木
像
が
腮
無
地
蔵
堂
の
本
尊
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

腮
無
地
蔵
の

由
来
伝
承
は

他
に
も
あ
っ
て
、
「
立
像
は
篁

自
身
、

座
像
は
阿
古
那
」

と
す
る
も
の

や
、
「
阿
古
那
の

母
親
が

総
歯

患
と
い
う

病
に

罹
り
、

そ
の

看
病
の
た
め

篁
の
給
仕
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
篁
は
そ
の
親
孝
行
に
感
心
し
、
二
体
の
仏
像

を
刻
ん
で
阿
古
那
に
与
え
た
。
阿
古
那
が
一
心
不
乱
に
仏
像
に
祈
願
す
る
と
、
ま
も
な

く
母

親
の

病
気
は

全
快
し
た
。

後
に
こ
の

母
親
が

亡
く
な
る
と

き
に
、

�祠
を
建
て
て

祀
れ
ば
、
首
か
ら
上
の
病
気
は
な
ん
で
も
治
そ
う

�と
遺
言
し
た
。
阿
古
那
は
遺
言
通

り
に
小
祠
を
建
て
、
そ
こ
に
亡
き
母
の
霊
と
篁
か
ら
贈
ら
れ
た
仏
像
二
体
を
腮
無
地
蔵

と
し
て
祀
っ
た
」
な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
二
年
（
一
八
六

九
）、

廃
仏

毀
釈
の
影

響
を

受
け
て
腮
無
地
蔵
堂
に
も

火
が

放
た

れ
た
が
、
近
く
に
住
む
井
上
角
四
郎
が
火
中
に
飛
び
込
み
、
本
尊
を
水
に
投
げ
込
ん
だ

こ
と
で
焼
失
を
免
れ
た
。
そ
の
後
、
井
上
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
後
年
、
地
元
住

民
に
よ
っ
て
地
蔵
堂
が
再
建
さ
れ
、
本
尊
は
二
体

�っ
て
安
置
さ
れ
た
。
井
上
家
は
現

在
も
地
蔵
堂
を
管
理
し
、
腮
無
地
蔵
を
大
切
に
祀
っ
て
い
る
。
角
四
郎
の
末
裔
井
上
定

彦
氏
の
直
話
に
よ
る
と
、
地
蔵
堂
所
蔵
の
「
昭
和
十
年
旧
五
月
二
十
四
日
」
と
記
さ
れ

た
墨
書
木
札
は
改
修
時
の
も
の
と
の
こ
と
な
の
で
、
堂
の
再
建
は
明
治
中
期
か
ら
大
正

初
期
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

地
蔵
堂
の
二
尊
は
向
か
っ
て
右
に
立
像
、
左
に
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に

彩
色
も
な
く
素
朴
な
法
衣
を
着
し
蓮
台
に
乗
っ
て
合
掌
し
て
お
り
、
御
影
札
は
二
尊
の

風
貌
を
よ
く
写
し
て
い
る
。
な
お
地
蔵
堂
で
は
毎
年
旧
暦
七
月
二
十
三
日
に
供
養
儀
が

執
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
二
尊
が
開
帳
さ
れ
、
地
蔵
堂
脇
で
は
篁
と
阿
古
那
の
悲
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恋
が
詠
み
込
ま
れ
た
歌
に
合
わ
せ
て
二
十
三
夜
盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
。
供
養
儀
の
様
子

か
ら
は
、
腮
無
地
蔵
が
現
在
に
お
い
て
も
無
病
息
災
、
息
災
延
命
、
難
病
平
癒
、
所
願

成
就
と
い
っ
た
霊
験
あ
ら
た
か
な
地
蔵
尊
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

篁
が
彫
像
し
た
と
伝
え
る
腮
無
地
蔵
は
今
も
隠
岐
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
廃
仏
毀
釈

の
折
に
隠
岐
を
逃
れ
た
と
す
る
所
伝
が
あ
る
。
大
阪
府
豊
中
市
南
桜
塚
の
曹
洞
宗
東
光

院
萩
の
寺
、
ま
た
兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
の
曹
洞
宗
大
澤
山
善
福
寺
は
と
も
に
一
体
の

腮
無
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
。
東
光
院
所
蔵
の
伴
桂
寺
聯
山
祖
芳
筆
『
あ
ご
な
し
地
蔵
尊

伝
来
本
縁
起
』
（
明
治
五
年
五
月
）
は
「
阿
古
那
し
地
蔵
尊
」
と
記
し
、
「
篁
の
世
話
を

し
て
い
た
阿
古
と
い
う
農
夫
が
歯
の
病
に
苦
し
ん
で
い
た
た
め
、
篁
が
世
話
に
な
っ
た

礼
と
し
て
地
蔵
菩

�を
二
体
刻
み
与
え
た
。
篁
は
帰
京
の
際
に
自
分
の
形
見
と
し
て
地

蔵
菩

�を
も
う
一
体
彫
像
し
た
。
三
体
の
地
蔵
は
阿
古
に
よ
っ
て
上
東
村
（
現
、
西
郷

町
上
西
）
の
伴
桂
寺
（
廃
寺
）
に
祀
ら
れ
た
が
、
廃
仏
毀
釈
の
折
り
に
、
一
体
を
隠
岐

に
残
し
、
二
体
を
東
光
院
と
善
福
寺
に
一
体
ず
つ
遷
座
し
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

東
光
院
萩
の
寺
は
腮
無
地
蔵
大
菩

�三
尊
像 ５
と
し
て
、
左
右
に
掌
善

�掌
悪
の
二
童

子
を
安
置
し
て
い
る
。
腮
無
地
蔵
の
光
背

�台
座
は
金
色
、
向
か
っ
て
右
側
の
童
子
は

白
色
、
左
側
の
童
子
は
赤
色
と
全
体
的
に
鮮
や
か
な
色
合
い
だ
が
、
腮
無
地
蔵
本
体
は

隠
岐
の
腮
無
地
蔵
と
同
様
に
素
朴
な
出
で
立
ち
で
あ
る
。
毎
月
二
十
四
日
が
縁
日
で
、

八
月
二
十
三

�二
十
四
日
に
は
あ
ご
な
し
地
蔵
尊
延
命
祭
と
し
て
大
法
会
が
勤
修
さ
れ
、

五
十
年
に
一
度
開
帳
さ
れ
る
。
歯
痛
平
癒
の
霊
験
に
よ
っ
て
全
国
的
に
信
仰
を
集
め
る

ほ
か
、
水
子
供
養

�子
授

�子
安

�良
縁
招
来

�家
内
安
全
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

大
澤
山
善
福
寺
の
腮
無
地
蔵 ６
は
黒
ず
ん
で
い
る
が
丁
寧
に
彫
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
善
福
寺
に
は
腮
無
地
蔵
の
い
わ
れ
を
記
し
た
古
文
書
と
、
隠
岐
伴
桂
寺
の
最
後
の

住
職
祖
芳
大
和
尚
に
宛
て
た
誓
約
書
の
控
（
明
治
五
年
八
月
七
日
付
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
に
は
『
あ
ご
な
し
地
蔵
尊
伝
来
本
縁
起
』
と
同
様
に
篁
の
身
の
回
り
の
世
話
を

す
る
阿
古
が
登
場
し
、
篁
が
彫
像
し
た
地
蔵
像
に
祈
願
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
古
の
歯

痛
が
平
癒
す
る
。
東
光
院
と
善
福
寺
の
腮
無
地
蔵
が
と
も
に
隠
岐
か
ら
遷
座
さ
れ
た
と

い
う
所
伝
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

「
腮
無
地
蔵
略
縁
起
」『
あ
ご
な
し
地
蔵
尊
伝
来
本
縁
起
』
は
じ
め
、
小
野
篁
と
腮
無

地
蔵
に
は
種
々
の
伝
承
が
存
在
す
る
が
、
隠
岐
で
は
、
腮
無
地
蔵
は
篁
と
阿
古
那
の
恋

物
語
に
よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

配
流
地
か
ら
帰
京
す
る
貴
族
と
村
一
番
の
美
女
の
悲
恋
と
い
う
、
他
の
由
来
と
比
べ
て

物
語
性
が
強
く
人
々
の
印
象
に
残
り
や
す
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

腮
無
地
蔵
は
小
野
篁
が
彫
像
し
た
尊
像
以
外
に
も
複
数
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
愛
媛

県
今
治
市
本
町
の
曹
洞
宗

�莱
山
大
仙
寺
は
、
隠
岐
に
滞
在
し
て
い
た
篁
の
歯
痛
を
治

し
た
と
伝
わ
る
腮
無
地
蔵
を
勧
請
し
て
祀
っ
て
お
り
、
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
の
西

山
浄
土
宗
臨
海
山
慈
光
寺
と
鳥
取
県
米
子
市
河
崎
の
あ
ご
な
し
地
蔵
堂
の
腮
無
地
蔵
も
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腮無地蔵尊 腮無地蔵堂

畳敷二間続きの地蔵堂の最奥に安置

された小祠に腮無地蔵は祀られてい

る。小祠周囲の照明は暗く、手前に

供養儀の祭壇もあって尊容拝見は難

儀である。

（
上
）
腮
無
地
蔵
大
菩

�三
尊
像
東
光
院
萩
の
寺

（
下
）
あ
ご
な
し
地
蔵
尊
大
澤
山
善
福
寺



隠
岐
の
腮
無
地
蔵
か
ら
分
身
を
請
う
た
も
の
と
伝
わ
る
。
こ
の
ほ
か
埼
玉
県
川
越
市
喜

多
町
の
曹
洞
宗
青
鷹
山
慈
眼
院
広
済
寺
、
福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
の
真
言
宗
醍
醐
派

大
原
山
不
動
院
、
三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
の
あ
ご
な
し
地
蔵
堂
、
大
阪
府
八
尾
市
久
宝

寺
の
あ
ご
な
し
地
蔵
堂
な
ど
で
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
寺
院
の
多
く
は
曹
洞
宗
で
あ
る
。
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
伴
桂
寺
も
、

最
後
の
住
職
で
あ
っ
た
祖
芳
大
和
尚
が
東
光
院
の
住
職
大
雄
義
寧
禅
師
の
弟
子
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
『
あ
ご
な
し
地
蔵
尊
伝
来
本
縁
起
』

に
は
「
阿
古
那
し
地
蔵
尊
」
と
あ
り
、
「
腮
無
地
蔵
略
縁
起
」
に
お
け
る
篁
の
恋
人

「
阿
古
那
」
の
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
歯
痛
の
治
癒
と
い
う
腮
無
地
蔵
の
御
利
益

を
受
け
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
は
篁
の
世
話
人
で
あ
っ
た
阿
古
で
あ
る
。
曹
洞
宗

の
寺
院
が
腮
無
地
蔵
の
由
来
を
流
布
す
る
に
あ
た
り
、
篁
と
阿
古
那
の
恋
物
語
で
は
な

く
、
篁
か
ら
阿
古
へ
の
報
恩
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
報
恩
と
い
う
仏
教
的
要
素
を
強
め

る
こ
と
で
、
腮
無
地
蔵
の
霊
験
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
腮
無
地
蔵
を
隠
岐
か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
る
寺
院
の
う
ち
、
大
仙
寺
は
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
に
今
治
藩
士
の
深
見
利
兵
衛
に
よ
っ
て
、
慈
光
寺
は
嘉
永
年
間
に

内
田
家
に
よ
っ
て
現
在
の
地
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
深
見
氏

�内
田
氏
に
は
海
運
業
関

係
者
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
慈
光
寺
境
内
の
案
内
板
に
「
北
前
交
易
の
途
中
、
風
待

ち
の
た
め
隠
岐
に
滞
在
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
盛
ん
で
あ
っ
た
北
前
船
は
鳥
取
県
境
港
を
経
由
す
る
た
め
、
隠
岐
周
辺
の
海
路
は

充
実
し
て
い
た
。
隠
岐
か
ら
勧
請
さ
れ
た
腮
無
地
蔵
の
無
病
息
災
、
難
病
平
癒
と
い
っ

た
霊
験
が
当
地
に
広
が
る
こ
と
で
、
そ
の
霊
験
は
全
国
各
地
に
広
ま
り
、
多
数
の
腮
無

地
蔵
が
彫
像
さ
れ
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
。
寺
院
だ
け
で
は
な
く
、

�々
の
小
堂
に
も

腮
無
地
蔵
が
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
海
路
の
発
展
に
と
も
な
い
財
を
得
た

民
衆
有
志
に
よ
っ
て
比
較
的
容
易
に
勧
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

腮
無
地
蔵
は
そ
の

名
の
通
り
、
「
あ
ご
が
な
い
」
尊
像
が

複
数

存
在
す
る
。
こ
れ
は

腮
無
地
蔵
の
霊
験
を
得
て
歯
痛
を
治
す
た
め
に
参
拝
者
が
腮
無
地
蔵
の
「
あ
ご
」
を
擦

っ
た
、
も
し
く
は

削
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
腮
」
は
「

顋
」
の

俗
字
で
「

サ
イ
」
と
も

読
み
、「
あ
ご
」「
お
と
が
ひ
」
の
意
味
を
も
つ
。
な
お
腮
無
地
蔵
の
「
あ
ご
な
し
」
は

「
あ
こ

直
し
」
が

訛
っ
て
「
あ
ご
な
し
」
と
な
っ
た
と
す
る

説
も
あ
る
。
ま
た

善
福
寺

が
配
布
し
て
い
る

小
冊
子
に
よ
れ

ば
、
「
あ
ご
な
し
」
に
は
「
わ
が
子
が

愛
ら
し
く
、

い
と
お
し
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
う
。
現
在
で
は
「
あ
ご
な
し
地
蔵
」
と
表
記

す
る
の
が
一

般
的
で
あ
り
、
由
来
に
「
阿
古
那
」
「
阿
古
」
の

名
が
登
場
し
な
い
尊
像

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
篁
と
腮
無
地
蔵
の
関
係
は
隠
岐
の
腮
無
地
蔵
堂
、
東
光
院
萩
の
寺
、

大
澤
山
善
福
寺
以
外
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
烈
し

い
歯
痛
に
苦
し
む
人
々
に
と
っ
て
由
来
譚
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
し
か
し
近
在
の
腮
無
地
蔵
の
霊
験
は
、
隠
岐
で
初
め
て
腮
無
地
蔵
を
彫
像
し
た
小

野
篁
の
霊
的
な
力
の
存
在
に
よ
る
も
の
だ
と
誰
も
が
暗
に
認
め
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

腮
無
地
蔵
は
篁
に
由
来
す
る
云
々
は
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
岡
本
夏
奈
）

� 注
�

1

西
郷
町

誌
編
さ
ん

委
員
会

編
『

西
郷
町

誌
下

巻
』
（
一
九

七
六
年

西
郷
町

役
場
）
、
『

角

川
日
本
地
名
大
辞
典
三
二

島
根
県
』（
一
九
七
九
年
七
月

角
川
書
店
）
に
よ
る
。
隠
岐

の
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
の
岩
崎
こ
と
い
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

2

島
根
県
教

育
委

員
会

編
『
隠
岐

島
の
民

俗

�隠
岐

島
民

俗
資

料
緊

急
調

査
報

告

�』（
一
九

七
三
年
三
月
）
に
よ
る
。
大
島
暁
雄
氏

�松
崎
憲
三
氏
他
編
『
日
本
民
俗
調
査
報
告
書
集

成
中
国
の
民
俗

島
根
県
編
』（
一
九
九
七
年
十
月
三
一
書
房
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

3

横
山

彌
四

郎
氏

�島
根
県
隠
岐

島
知

夫
村
『

隱
岐
の
流
人
』
（
一
九

五
三
年

二
月

島
根

県
）、

野
津
龍
氏
『
隠
岐
島
の
伝
説
』（
一
九
七
七
年
七
月
鳥
取
大
学
教
育
学
部
国
文
学

第
二
研
究
所
）
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。

4

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
八
月
二
十
八
日
（
旧
七
月
二
十
三
日
）
腮
無
地
蔵
奉
賛
会

筆
。
腮
無
地
蔵
堂
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

5
村
山
廣
甫
氏
編
『
仏
日
山
東
光
院

萩
の
寺
』（

二
〇
〇
〇
年
五
月
東
光
院
萩
の
寺
）。

6

宮
柳
靖
氏
「
播
磨
ヒ
ス
ト
リ
ア
」（『
広
報
は
り
ま
』
二
〇
一
一
年
九
月
号
、
二
〇
一
一
年

九
月
、
播
磨
町
役
場
）。
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18．
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像

木
版
黒

�

四
二

�〇
×
一
九

�七
㎝
江
戸
時
代
末
期

（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
藏
）

そ
の
顔
は
、
長
く
太
い
眉
の
下
に
す
る
ど
い
眼
光
を
た
た
え
、
念
仏
の
声
を
称
え
る

口
元
は
や
や
開
か
れ
て
前
歯
が
覗
く
。
胸
の
前
で
合
掌
さ
れ
た
手
に
は
念
仏
札
を
差
し

挟
み
、
素
足
の
左
足
を
一
歩
踏
み
出
す
。
こ
れ
は
、
熊
野
権
現
の
教
勅
を
得
て
、
「
南

無
阿
弥
陀
仏
決
定
往
生
六
十
万
人
」
と
記
さ
れ
た
念
仏
札
を
配
り
（
こ
れ
を
賦
算
と
い

う
）、
全
国
を
遊
行
し
て
念
仏
勧
進
を
行
っ
た
一
遍
の
生
涯
を
象
る
真
影
で
あ
る
。
そ

れ
が
「
御
鏡
之
聖
像
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
足
許
に

一
つ
置
か
れ
る
蓮
台
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か １
。

「
相
州
無
量
光
寺
」
と
は
、
一
遍
（
一
二
三
九

�八
九
）
の
跡
を
受
け
継
ぎ
遊
行
上
人
と

な
っ
た
他
阿
弥
陀
仏
真
教
（
一
二
三
七

�一
三
一
九
）
を
開
基
と
す
る
、
当
麻
山
無
量
光

寺 ２
（
現
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
で
あ
る
。
他
阿
真
教
は
時
衆
教
団
を
創
始
し
そ
の
発
展

に
尽
く
し
た
人
物
で
、
遊
行
上
人
と
し
て
の
つ
と
め
を
三
代
智
得
に
譲
っ
て
、
当
麻
の

地
に
隠

�
�独

住
す
る
。
そ
の
前
年
に
、
他
阿
が
こ
の
地
で
歳
末
別
時
念
仏
を
営
む
姿

が
、
『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
（
以
下
『
縁
起
絵
』
）
に
描
か
れ
て
い
る ３
。
し
か
も
、
宗
祖
一

遍
の
行
状
と
と
も
に
二
祖
他
阿
真
教
の
事
蹟
を
全
十
巻
に
あ
ら
わ
す
絵
巻
の
中
で
、
そ

れ
は
最
終
巻
の
最
終
段
に
位
置
す
る
。
そ
の
場
面
は
当
麻
道
場
に
と
っ
て
、
宗
祖
一
遍

の
念
仏
が
他
阿
上
人
を
介
し
て
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
正
統
性
を
別
時
念

仏
と
い
う
儀
礼
に
お
い
て
示
す
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
一
段
で
あ
っ
た
。

そ
の
伝
統
に
則
り
、
当
麻
で
は
歴
代
の
住
職
が
他
阿
上
人
を
名
の
り
、
別
時
念
仏
を
営

み
、
賦
算
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
当
麻
道
場
に
祀
ら
れ
た
の
が
、
「
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像
」
と
号
す
る
御
影
札

に
描
か
れ
た
一
遍
上
人
像
で
あ
る
。
現
在
、
本
堂
の
仏
壇
中
央
厨
子
に
本
尊
と
し
て
安

置
さ
れ
て
い
る
そ
の
像
は
、
一
遍
の
等
身
大
と
目
さ
れ
、
現
存
最
古
の
彫
像
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
塗
り
直
し
に
よ
る
影
響
で
造
立
当
時
の
趣
と
は
異
な
る
も
の
の
、

徹
底
し
た
写
実
性
を
も
っ
て
生
前
の
賦
算
す
る
祖
師
一
遍
の
姿
を
具
象
化
し
、
迫
力
に

満
ち
て
い
る ４
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
一
遍
の
十
三
回
忌
に
墳
墓
の
地
で
あ
る
兵
庫
観
音
堂

を
訪
れ
た
他
阿
が
、
安
置
さ
れ
た
御
影
像
を
み
て
、
「
平
素
の
姿
に
た
が
は
ね
ば
、
在

世
の
む
か
し
思
出
ら
れ
て
」

懐
旧
の

涙
を
と
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と

語
る

（
『
縁
起
絵
』
巻

第
十

第
一
段 ５
）
像

容
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
他
阿
と

向

き
合
う
一
遍
の
像
は
、
合
掌
す
る
手
に
念
仏
札
を
差
し
挟
み
、
他
阿
、
さ
ら
に
は
そ
の

後
ろ
に
控
え
た
時
衆
の

徒
に
、
生
前
と
変
わ
る
こ
と
無
く
念
仏
を
勧
め
る
姿
で
描
か
れ

て
い
る
。
当
麻
の
地
で
も
、
御
影
札
が
描
く
通
り
、
上
人
像
は
合
掌
す
る
手
に
念
仏
札

を
持
ち
、
賦
算
遊
行
の
姿
を
現
し
て
い
た
。
そ
の
真
影
を
兵
庫
観
音
堂
と
同
じ
く
御
影

堂
に
祀
り
、
墳
墓
を
築
い
て
、
当
麻
の
道
場
は
宗
祖
の
念
仏
を
当
代
の
他
阿
上
人
か
ら

授
か
る
こ
と
の
で
き
る
、
時
衆
の
根
本
道
場
と
し
て
の
か
た
ち
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
歴
史
を
背

景
に
、
当
麻
の
一
遍
上
人
像
の
由
来
と
し
て
中
世
か
ら
近
世
を

通
じ
て
近
代
に
至
る
ま
で
広
く
語
り
継
が
れ
た
惹
句
が
、
上
人
の
直
作
の
「
御
鏡
之
霊

（
聖
）
像
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
に
や
っ
て

き
た
一
遍
が
、

弟
子
た
ち
に

請
わ

れ
て
自
分
の
姿
を
鏡
に
映
し
、
自
ら
描
い
た
絵
姿
を
も
と
に
造
ら
れ
た
霊
像
で
あ
る
、

と
い
う
縁
起
に
因
む
。
そ
の
由
緒
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に

編
ま
れ
た
『
麻
山

集 ６
』
に
は
、
「
元
祖
上
人
真
影
之
事
」
と
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し
て
、
こ
の
像
は
一
遍
が
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
に
当
麻
で
し
ば
し
の
休
み
を
と
っ

た
と
き
に
、
智
得
上
人
（
三
代
遊
行
上
人
）
と
関
山
入
道
ら
が
力
を
あ
わ
せ
彫
像
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
上
人
自
ら
が
開
眼
を
行
い
、
林
の
な
か
に
安
置
し
た
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

霊
像
を
め
ぐ
る
縁
起
が
主
張
す
る
眼
目
は
、
当
麻
の
地
は
宗
祖
一
遍
の
遺
跡
で
あ
り
、

一
遍
に
よ
り
開
か
れ
た
と
す
る

�歴
史

�で
あ
る
。
境
内
に
あ
る
宝
暦
十
二
年
（
一
七

六
二
）
銘
の
碑
に
、
「
宗
旨
元
祖
当
山
開
山
一
遍
上
人
日
域
最
初
鏡
之
霊
像
」
と
あ
る

よ
う
に
、
無
量
光
寺
は
御
鏡
の
霊
像
を
祀
る
地
と
し
て
霊
場
化
す
る
。
そ
の
様
相
は
、

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
編
ま
れ
た
『
新
編
相
模
国
風
土
記
』
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
そ
こ
に
は
、「
当
麻
山
金
光
院
」
と
も
呼
ば
れ
る
無
量
光
寺
が
一
遍
「
初
開
の
地
」

で
あ
る
こ
と
、
一
遍
は
こ
の
地
に
三
度
訪
れ
て
お
り
、
三
度
目
の
弘
安
四
年
に
、
時
衆

の
願
い
を
う
け
て
、
自
ら
鏡
を
取
っ
て
頭
面
を
照
ら
し
見
て
影
像
を
写
し
た ７
こ
と
、
こ

の
と
き
二
祖
真
教
と
三
祖
智
得
が
関
山
民
部
ら
と
力
を
あ
わ
せ
画
図
を
模
し
て
像
を
造

っ
た
こ
と
、
頭
は
上
人
自
ら
が
つ
く
り
「
直
作
」
の
像
と
呼
ば
れ
た
こ
と
、
ま
た
上
人

自
ら
が
開
眼
を
行
っ
た
こ
と
、
ゆ
え
に
当
山
は
「
鏡
の
御
影
の
霊
場
」
と
呼
ば
れ
た
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
由
緒
を
備
え
て
、
御
鏡
の
霊
像
は
多
く
の
参
詣

者
を
当
麻
の
地
に
呼
び
寄
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
人
気
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
『
開
山
遊
行
元
祖
一
遍

上
人
御
鏡
霊
像
縁
起 ８
』
が
版
に
刷
ら
れ
、
広
く
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
、
「
日

域
遊
行
根
地

（
マ
マ
）相
州
当
麻
／
開
山
遊
行
元
祖
一
遍
上
人
御
鏡
霊
像
縁
起
／
大
本
山
／
無
量

光
寺
」
と
記
さ
れ
、
「
当
宗
初
開
の
霊
地
、
遊
行
根
本
の
古
道
場
」
で
あ
る
無
量
光
寺

が
六
百
年
の
今
に
至
る
ま
で
そ
の
伝
燈
が
輝
き
続
け
て
い
る
の
も
こ
の
霊
像
の
威
信
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
参
詣
し
懇
ろ
に
祈
れ
ば
た
ち
ま
ち
に
霊
験
を
蒙
る
こ

と
が
で
き
る
と
説
く
。
末
尾
に
は
「
亀
形
峯
途
程
之
略
図
」
（
後
掲
）
と
し
て
、
東
海

道
や
甲
州
街
道
か
ら
、
「
当
麻
大
本
山
」
へ
参
詣
す
る
た
め
の
行
程
が
、
大
山
や
江
の

島

�鎌
倉
な
ど
の
名
所
を
ふ
く
め
て
案
内
図
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
多

く
の
参
詣
者
が
、
霊
像
の
霊
験
を
求
め
て
訪
れ
て
い
た
か
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
参

詣
者
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
、
「
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像
」
は
縁
起
と
と
も
に
頒
布
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
そ
の
図
様
を
み
る
と
き
、

�め
い
て
い
る
の
は
、
御
鏡
の
霊
像
の
足
許

に
置
か
れ
た
大
き
な
蓮
台
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
来
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号

本
尊
が
戴
か
れ
る
べ
き
蓮
台
で
あ
っ
た
。
賦
算
遊
行
の
す
が
た
を
象
る
一
遍
上
人
像
が

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
名
号
と
と
も
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
複
合
図
像
は
、
鎌
倉
時
代
以
来

繰
り
返
し
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
品
が

各
地
に

残
っ
て
い
る ９
。
『
縁
起

絵
』
に
は
、

因
幡

堂
に
参
詣
し
賦
算
を
行
う
一
遍
の
も
と
に
名
号
を
求
め
る
人
の

姿
が
見
え
（

巻
第

三
第
四

段
）、
賦
算
と
名
号
の

施
与
は
遊
行
上
人
の

重
要
な

勤
め
で
あ
っ
た
こ
と
が

確

か
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
統
に
根
ざ
し
て
、
御
影
札
に
は
歴
代
の
他
阿
上
人
の
自
筆

に
よ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
名
号
が
し
た
た
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
版
に
あ
ら
わ
さ
れ

て
施
与
さ
れ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
御
鏡
の
霊
像
と
歴
代
上
人
の
名
号
が
組
み
合
わ

さ
れ
る
と
き
、
霊
像
が
そ
の
口
か
ら
称
え
、
念
仏
札
を
も
っ
て
勧
め
る
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
念
仏
が
、
他
阿
上
人
の
筆
を
介
し
て
六
字
名
号
本
尊
と
な
っ
て
具
現
す
る
。
そ

れ
は
ま
さ
し
く
、
霊
像
を
祀
る
無
量
光
寺
と
、
歴
代
の
他
阿
上
人
の
担
っ
た
宗
教
的
役

割
が
凝
縮
さ
れ
た
一
枚
で
あ
っ
た
。
御
影
札
を
戴
く
人
々
は
、
こ
れ
を
念
仏
の
講
の
場

の
本
尊
と
し
て
か
か
げ
た
り
、
家
の
仏
壇
に
か
か
げ
て
日
々
の
念
仏
勤
行
に
励
み
、
先

祖
供
養
や
家
内
安
全
の

守
り
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
冒
頭
の
御
影
札
は
、
本
尊
と
な
る
六
字
名
号
を
省
略
し
、
蓮
台
を
残
し

な
が
ら
も
そ
れ
が
書
か
れ
る
べ
き
ス
ペ
ー
ス
に
「
御
鏡
之
聖
像
」
と
い
う
表
題
と
無
量

光
寺
の
名
を
あ
ら
た
に
刻
ん
で
頒
布
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

御
鏡
の
霊
像
の
人
気
の
広
が
り
と
、
そ
の
御
影
を
求
め
る
人
々
の
要
望
に
応
え
た
無
量

光
寺
側
の
変
化
に
基
づ
く
も
の
で
、
御
鏡
の
霊
像
の
効
験
に
期
待
す
る
人
々
に
、
疱
瘡

な
ど
の
病
い
除
け
や
安
産
、
雨
乞
い
や
豊
作
な
ど
の
護
符
と
し
て
、
御
影
札
が
広
く
頒

布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

結
果
と

思
わ
れ
る
。
「
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像
」
の
御
影

札

は
、
時
衆
の
根
本
道
場
と
し
て
の
由
緒
を
誇
る
無
量
光
寺
が
、
一
方
で
広
く
民
衆
文
化

に
根
ざ
し
て
い
く
運
動
の
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
阿
部
美
香
）

� 注
�

1

神
奈

川
県

立
図

書
館
か
な
が
わ

資
料

室
に

同
じ
御
影

札
が
あ
り
、
金

井
清
光
（
「
新

発
見

の
一
遍
版
画
像
二

種
」
『
一
遍
の
宗
教
と
そ
の

変
容
』

岩
田

書
院
、
二

〇
〇

〇
年
）
に
よ

り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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2

研
究
書
と
し
て
、
座
間
美
都
治
『
当
麻
山
の
歴
史
』
当
麻
山
無
量
光
寺
、
一
九
七
四
年
、

小
野
澤
眞
『
時
宗
当
麻
派
七
〇
〇
年
の
光
芒
』
日
本
史
史
料
研
究
会
企
画
部
、
二
〇
一
五

年
が
あ
る
。

3

無
量
光
寺
も
『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
小
野
澤
眞
「
か
つ
て
存
在
し
た
神
奈
川
県
相
模
原
市
無
量
光
寺
本

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』」『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
二
七
、
二
〇
一
一
年
。

4

「
相
模
原
市
当
麻
無
量
光
寺
蔵
一
遍
上
人
立
像
」『
神
奈
川
県
文
化
財
調
査
報
告
』
二
五
、

一
九
五
九
年
。
山
田
泰
弘
「
時
宗
の
肖
像
彫
刻
」
『
仏
教
芸
術
』
九
六
、
一
九
七
四
年
。

特
別
展
図
録
『
遊
行
の
美
術
』
神
奈
川
県
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
。

5

特
別
展
図
録
『
重
要
文
化
財
光
明
寺
本
遊
行
上
人
絵
』
最
上
義
光
歴
史
館
、
二
〇
一
三

年
。

6

時
宗
宗
典
編
纂
委
員
会
編
『
定
本
時
宗
宗
典
』
一
九
七
九
年
所
収
。

7

無
量
光
寺
に
は
こ
の
と
き
の
自
画
像
と
伝
え
る
絵
像
の
鏡
の
御
影
も
存
す
る
。
山
田
泰
弘

「
一
遍
上
人
画
像
の
資
料
集
成
（
一
）」『
時
宗
教
学
年
報
』
十
七
、
一
九
八
九
年
。

8

神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。
『
神
奈
川
県
史
資
料
編

8近
世
（

5下
）
』
（
一
九

七
四
年
）
に
は
茅
ヶ
崎
市
高
田
の
水
越
梅
二
氏
所
蔵
本
に
基
づ
く
翻
刻
が
あ
る
。
ま
た
無

量
光
寺
に
は
「
開
山
遊
行
一
遍
上
人
鏡
の
寿
像
御
縁
起
」
の
内
題
を
も
つ
『
開
山
遊
行
元

祖
一
遍
上
人
御
鏡
霊
像
縁
起
』
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
写
本
が
存
す
る
ほ
か
、
一

九
八
一
年
に
静
岡
県
御
殿
場
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
護
符
類
一
式
の
な
か
に
、
『
開
山

遊
行
元
祖
一
遍
上
人
御
鏡
霊
像
縁
起
』
や
「
一
遍
上
人
御
鏡
之
聖
像
」
の
御
札
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
小
野
澤
眞
「
相
模
原
市
南
区

�当
麻
山
無
量
光
寺
調
査
詳
報
」
『
相
模
原
市

史
ノ
ー
ト
』
一
一
、
二
〇
一
四
年
。

9

金
井
清
光
「
時
衆
研
究
の
新
資
料
に
つ
い
て
」
『
時
衆
教
団
の
地
方
展
開
』
東
京
美
術
、

一
九
八
三
年
。
有
賀
祥
隆
「
時
宗
の
祖
師
画
像
に
つ
い
て
」
『
仏
教
芸
術
』
一
八
五
、
一

九
八
九
年
。

（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

1
5Ｋ

0
2
2
5の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）

（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お

歴
史
文
化
学
科
）

（
お
か
も
と
か
な

大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
二
年
）

（
あ
べ
み
か

歴
史
文
化
学
科
）

―93―

上:亀形峯途程之略図（『開山遊行元祖一遍上人御鏡霊像縁起』
神奈川県立図書館所蔵）

右:亀形峯当麻大本山（無量光寺）部分
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